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笑顔と元気あふれる住みよいまち 田布施

広 報 た ぶ せ

いちごが おいしい 季節です。

春の味を 堪能しよう！

―いちごまつり（地域交流館）
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田　布　施　川

仮設トイレ

水道企業団
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

たぶせ桜まつり

※西田布施公民館の駐車場も
　利用できます。

さ
く
ら
橋

★開催日時　４月３日（日）　午前 9時 30 分～午後４時
★会　　場　ふるさと詩情公園　※小雨決行

第4６回 たぶせ桜まつり
問田布施町観光協会　☎25-3527

出店多数あり！

いろんなイベントがあ
るよ！

今年から、開催場所が「さくら橋周辺」から田布施町役場の西側の
「田布施町ふるさと詩情公園（田布施町近隣公園）」へ変更となります。

2016　3/11 号　

商工会館

地域交流館 図書館

マックスバリュ

田布施川

県
道
光
柳
井
線
（
庄
山
バ
イ
パ
ス
）

ピクロス
高山石油

■スタート
　午前 10 時　　　　田布施図書館前
　午前 10 時 5 分～　スポーツセンター

【図書館臨時休館について】
桜まつり当日は、
図書館は終日休館となります。

【ロードレース大会に伴う交通規制】
区域：　　　時間：午前 9 時 30 分～正午

スポーツセンター付近町道も一部対象となります。

車両通行止めにご協力をお願いします。

田布施川桜まつり
　　ロードレース大会

MIKKO

第 35 回

同 

時 

開 

催

■場所：特設ステージ
■時間：①午前 10 時 30 分～

　　　　②午後２時 30 分～
■場所：特設ステージ
■時間：午後３時～
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　田布施町まちづくり推進協議会は、財団法人自治総
合センターが実施した平成 27 年度コミュニティ助成
事業により、コミュニティ活動支援用の備品（イベン
ト音響機器、発電機、和太鼓、テント三方幕・四方幕、
紅白幕）を整備しました。

　また、同事業により、東田布施地域自主防災会は、災
害時に避難所などで使用する投光器や発電機などの防災
資機材と、それらを格納する防災倉庫を整備しました。

　宝くじ助成事業は、財団法人自治総合センターがコ
ミュニティの健全な発展と宝くじの普及広報を図るた
めに、宝くじの収益により助成を行うものです。

問田布施町まちづくり推進協議会事務局
　（経済課内）　☎ 52-5805
　東田布施地域自主防災会
　（東田布施公民館内）　☎ 52-3786

宝くじ助成事業により備品を整備

　スポーツセンターの隣に、田舎暮らしの家「おいでぇ」が
オープンしました。
　田布施町外から移住を検討する人が、１週間以内の短期で
入居でき、生活を実際に体験してもらうことを目的とした施
設です。
　家具や家電製品、布団なども常備してあり、すぐ生活でき
ます。また、移住希望者だけでなく、町内の各種団体（自治
会、スポーツ少年団など）も利用できますので、経済課まで
お問い合わせください。
　当施設内には、たぶせ IJU 推進協議会と田布施町観光協会も
設置されています。観光協会の電話番号は移転前と同様です。

　４月１日から、田布施町の観光情報や、移住定住に関する情報などを発信するために、「田布施町観
光情報センター」を高齢者いきいき館事務室に開設します。
　高齢者いきいき館は、高齢者の健康づくりや生きがいづくり、介護予防に関する事業を実施するため
の施設です。町の中心部に位置し、田布施地域交流館とともに町内外の多くの人の目に触れる場所であ
るため、ここから田布施町の観光情報などを多くの人に届けていきます。
　なお、さまざまな集会の貸館も行いますので、ご利用ください。

広報たぶせNo.954

おいでぇ

スポーツセンター入口

田舎暮らしの家「おいでぇ」

オープンしました

▲ 田舎暮らしの家「おいでぇ」

高齢者いきいき館内に田布施町観光情報センターを開設します

　イベント音響機器　　　　　　発電機

　テント四方幕　　　　　　　 紅白幕

問
経
済
課  

地
域
振
興
係　

☎
52
‐
５
８
０
５

経
済
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

防
災
倉
庫
お
よ
び
備
品
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【
文
化
個
人
】

◆
第
36
回
文
部
科
学
大
臣
杯
少
年
少

女
囲
碁
大
会
山
口
県
大
会 

小
学

生
の
部　

優
勝

　

河
北　

雅
哉  

（
浜
城
）

◆
第
67
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会 

平
面
造
形
の
部　

推
奨

　

河
本　

梨
紗  

（
本
町
）

【
文
化
団
体
】

◆
第
34
回
山
口
県
高
等
学
校
演
劇
大

会　

最
優
秀
賞

 
平
成
27
年

 
田
布
施
町
教
育
委
員
会
表
彰

２
月
21
日
（
日
）、
表
彰
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
受
賞
内
容
は
代
表
的
な
も
の
を
記
載
、
順
不
同
敬
称
略
）

第
４
号
表
彰
者

教
育
、
学
術
、
文
化
、
体
育

に
関
し
て
他
か
ら
表
彰
さ
れ

た
個
人
お
よ
び
団
体

【
ス
ポ
ー
ツ
団
体
】

◆
第
21
回
山
口
県
小
学
生
春
季
陸

上
競
技
大
会 

小
学
女
子
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
１
位

　

相
本　

紫
苑  

（
高
塔
）

　

水
田　

ほ
の
か  

（
長
田
）

　

矢
頭　

愛
菜  

（
尾
迫
）

◆
第
35
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水

泳
競
技
大
会  

６
年
男
子
の
部　

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
１
位

　

延
吉　

雄
飛  

（
本
町
）

　

宍
戸　

拓
真  

（
塩
坪
）

　

村
本　

隼
士  

（
寿
）

　

川
越　

智
貴  

（
本
町
）

◆
第
62
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
山
口
県
大
会 

創
作

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山

口
放
送
局
長
賞

　

篠
田　

瑞
貴  
（
塩
坪
）

◆
平
成
27
年
度
山
口
県
高
等
学
校
生

徒
商
業
研
究
発
表
大
会　

第
１
位

　

村
田　

里
咲  

（
高
塔
）

　

尾
﨑　

涼
伽  

（
高
塔
）

　

森
川　

愛
加  

（
上
ゲ
）

◆
平
成
27
年
度
春
季
山
口
県
高
等
学

校
商
業
教
育
実
技
競
技
大
会  

ワ
ー

プ
ロ
の
部 

団
体
競
技　

第
１
位

　

山
口　

つ
ぐ
み  

（
塩
坪
）

◆
第
27
回
全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
中

国
大
会 

高
校
生
の
部 

ラ
ジ
コ
ン

型　

準
優
勝

　

兼
重　

亮
太  

（
名
倉
）

【
ス
ポ
ー
ツ
個
人
】

◆
第
27
回
山
口
県
小
学
生
陸
上
競
技

選
手
権
大
会 

小
学
５
・
６
年
女
子

走
高
跳　

第
１
位

　

矢
頭　

愛
菜  

（
尾
迫
）

◆
第
27
回
山
口
県
小
学
生
陸
上
競
技

選
手
権
大
会 

小
学
６
年
男
子
走

高
跳　

第
１
位

　

上
岡　

奨  

（
蓮
輪
）

◆
第
35
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳

競
技
大
会 

６
年
女
子
の
部 

自
由

形
25
ｍ　

第
１
位

　

相
本　

紫
苑  

（
高
塔
）

◆
第
35
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳

競
技
大
会 

６
年
男
子
の
部 

平
泳

ぎ
25
ｍ
・
50
ｍ　

第
１
位

　

宍
戸　

拓
真  

（
塩
坪
）

◆
第
35
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳

競
技
大
会 
６
年
女
子
の
部 

平
泳

ぎ
50
ｍ
・
１
０
０
ｍ　

第
１
位

◆
第
63
回
山
口
県
郡
市
対
抗
水
泳
競

技
大
会 

ジ
ュ
ニ
ア
女
子 

50
ｍ
・

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

１
位

◆
第
67
回
中
国
五
県
対
抗
水
泳
競
技

大
会 

ジ
ュ
ニ
ア
女
子 

50
ｍ
バ
タ

フ
ラ
イ　

第
３
位
、
ジ
ュ
ニ
ア
女

子 

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第

２
位
、
ジ
ュ
ニ
ア
混
合 

２
０
０

ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
２
位
、

ジ
ュ
ニ
ア
女
子  

２
０
０
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー　

第
２
位

　

友
弘　

亜
樹  

（
城
南
）

◆
第
35
回
山
口
県
小
学
校
通
信
陸
上

競
技
大
会 

５
年
女
子
の
部 

走
り

高
跳
び　

第
１
位

　

森
下　

凜
桜  

（
新
宿
井
２
）

◆
第
31
回
中
国
中
学
校
柔
道
選
手
権

大
会 

男
子
個
人
81
㎏
級　

第
３
位

　

藤
山　

倫
太
郎  

（
矢
蔵
）

◆
第
61
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上

競
技
大
会
（
山
口
県
大
会
）
共
通

男
子
四
種
競
技　

第
１
位

　

原
田　

力
也  

（
蓮
輪
）

◆
第
66
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会 

レ
ス
リ
ン
グ
競
技 

個
人

対
抗
戦
74
㎏
級　

第
１
位

　

浴
口　

慎
吾  

（
八
海
）

◆
第
32
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会 

70
歳
以
上
女

子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝
、
70
歳
以

上
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

　

石
井　

伸
子  

（
見
田
団
地
）

問
学
校
教
育
課　

☎
52
‐
５
８
１
２

　
社
会
教
育
課　

☎
52
‐
５
８
１
３
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平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
課
税

台
帳（
名
寄
せ
帳
）が
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
期
間

　

４
月
１
日（
金
）～　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

５
月
31
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

■
場
所　

税
務
課（
⑧
窓
口
）

■
確
認
で
き
る
内
容

◇
課
税
台
帳（
名
寄
せ
帳
）

納
税
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
、

所
在
地
番
、
面
積
、
評
価
額
、

税
額
な
ど

◇
縦
覧
帳
簿

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額
な
ど

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
、
種
類
、
床
面
積
、
評
価

額
な
ど

■
対
象
者

①
納
税
義
務
者
ま
た
は
同
居
の
親
族

②
納
税
管
理
人

③
納
税
義
務
者
の
代
理
人

④
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
（
使
用

ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部

分
の
固
定
資
産
に
限
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
契
約
書
な
ど
の
提

示
が
必
要
で
す
。）

※
④
は
閲
覧
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
必
要
な
も
の　

印
鑑（
認
め
印
可
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

※
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）
の
提
示
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
手
数
料　

無
料

※
コ
ピ
ー
は
１
枚
に
つ
き
20
円
。

た
だ
し
、
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
評
価
額
に
不
服
が
あ
る
と
き
は

・
固
定
資
産
評
価
額
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
（
町
役
場
総
務
企
画

課
内
）
に
対
し
て
審
査
の
申
出

が
で
き
ま
す
。

・
申
出
期
間
は
、
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
カ
月
以
内
で
す

（
審
査
の
申
出
は
、
土
日
、
祝

日
は
で
き
ま
せ
ん
）。

固
定
資
産
の
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
に
つ
い
て

広報たぶせNo.954

◆
平
成
27
年
度　

優
れ
た
「
地
域
に

よ
る
学
校
支
援
活
動
」　

文
部
科

学
大
臣
表
彰

　

東
田
布
施
小
学
校

　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
７
号
表
彰
者

そ
の
他
、
県
以
上
の
表
彰
を

受
け
た
学
校
な
ど
、
表
彰
に

値
す
る
団
体

◆
第
24
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会 

山
口
県

予
選
会　

優
勝

　

今
村　

美
邑  
（
中
郷
）

◆
第
70
回
国
民
体
育
大
会  

フ
ェ

ン
シ
ン
グ
競
技
会  

少
年
男
子
フ

ル
ー
レ　

第
３
位

◆
第
10
回
中
国
高
等
学
校
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
新
人
大
会 

男
子
個
人
フ

ル
ー
レ　

第
１
位

　

山
崎　

祥  

（
高
塔
）

◆
平
成
27
年
度
春
季
山
口
県
高
等
学

校
軟
式
野
球
大
会　

優
勝

　

川
尻　

拓
輝  

（
見
田
団
地
）

◆
第
66
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会 

弓
道
競
技 

女
子
団
体　

第
１
位

◆
第
34
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜

大
会
山
口
県
予
選
会 

女
子
団
体

の
部　

第
１
位

　

形
山　

志
歩  

（
八
和
田
）

◆
第
66
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技　

第
１
位

◆
第
59
回
中
国
高
等
学
校
選
手
権
大

会
山
口
県
予
選
会　

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技　

第
１
位

　

木
村　

佑
希
也  

（
上
ゲ
）

◆
第
51
回
中
国
地
区
高
等
専
門
学
校

体
育
大
会 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
男
子　

第
３
位

　

田
中　

柾
至  

（
高
塔
）

◆
第
51
回
中
国
地
区
高
等
専
門
学

校
体
育
大
会 

水
泳
競
技 

男
子

４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第

２
位
、
水
泳
競
技 

男
子
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー　

第
２
位

　

石
丸　

貴
博  

（
配
原
）

◆
第
51
回
中
国
地
区
高
等
専
門
学
校

体
育
大
会 
サ
ッ
カ
ー
Ａ
パ
ー
ト

第
１
位

　

中
坪　

真  

（
上
ゲ
）

◆
第
51
回
中
国
地
区
高
等
専
門
学
校

体
育
大
会 

柔
道
団
体　

第
２
位

　

藤
井　

拓
巳  

（
大
波
野
中
）

◆
第
66
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会 

レ
ス
リ
ン
グ
競
技 

学
校

対
抗
戦　

第
１
位

　

田
布
施
農
工
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ス
リ
ン
グ
部

◆
平
成
27
年
度
山
口
県
体
育
大
会  

高
校
野
球
競
技
（
軟
式
）　

第
１
位

　

田
布
施
農
工
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

軟
式
野
球
部

問
税
務
課  

資
産
税
係　

☎
52
‐
５
８
０
４
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国
民
健
康
保
険
の

　
　
「
修
学
中
の
特
例
制
度
」
に
つ
い
て

　

現
在
、
田
布
施
町
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
が
、
修

学
の
た
め
に
転
出
し
た
後
も
親
元
か
ら
生
活
費
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
場
合

は
、
引
き
続
き
田
布
施
町
国
保
の
加
入
者
と
し
て
「
修
学
中
の
被
保
険
者
の
特

例
」に
よ
る
保
険
証（
マ
ル
学
保
険
証
）を
交
付
し
ま
す
。

　

特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
と
き
、
ま
た
、
卒
業
な
ど
に
よ
り
特
例
制
度
の

対
象
で
な
く
な
る
と
き
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、健
康
保
険
課（
⑥

窓
口
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
現
在「
マ
ル
学
保
険
証
」の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
へ

①
４
月
以
降
も
継
続
し
て
修
学
す
る

場
合

・
現
在
お
持
ち
の
マ
ル
学
保
険
証

の
有
効
期
限
は
3
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・
有
効
期
限
を
延
長
す
る
た
め
に

は
、
４
月
１
日
以
降
に
届
出
が
必

要
で
す
。

※
３
月
中
に
届
出
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
３
月
下
旬
頃
に
通
知
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

② 

学
校
を
卒
業（
退
学
）し
、
そ
の
後

の
住
所
が
田
布
施
町
で
な
い
場
合

・ 
特
例
制
度
は
適
用
さ
れ
な
く
な

る
た
め
、
田
布
施
町
国
保
資
格
喪

平
成
28
年
度	  

外
来
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

　田布施町国民健康保険では、被保険者を対象に「人間ドック等の利用料金の助成」を行います。
　人間ドックは、生活習慣病の早期発見ばかりでなく、検査結果に応じて生活習慣を見直す機
会になります。ぜひ、年に一度は人間ドックで健康チェックをしましょう。
　なお、平成 28 年度から平生クリニックセンターが実施医療機関に加わります。また、新た
に脳検査が助成の対象となります。

○対象者	
　田布施町国民健康保険の被保険者
○受診限度
　１人あたり１年度に１回
○申込方法

４月１日以降に保険証と印鑑を持参の上、健康保険課（⑥窓口）で申し込む
※６月１日以降に申し込む場合は、５月下旬に送付する特定健康診査の受診券を持参し

てください。人間ドックを利用する場合、特定健康診査を受診することはできません。

～
新
た
に
脳
検
査
が
対
象
に
な
り
ま
す
～

検査項目 実施医療機関
自己負担額（実費用の３割）

基本検査 追加検査

基本検査（視力・聴力

検査、血液検査、心電

図、胸部・胃部X線撮

影など）

※希望者は、追加で子

宮がん検査、乳がん検

査、脳検査を実施する

ことができます。

周東総合病院

11,990円

子宮がん：650円

乳がん：1,430円

脳：6,870円

光市立大和総合病院
※脳検査は実施しません。

子宮がん：990円

乳がん：1,380円

平生クリニック

センター
※脳検査のみの実施も

　できます。

子宮がん：無料

乳がん：1,080円

脳：6,480円

失
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
【
必
要
な
も
の
】

　

国
保
の
マ
ル
学
保
険
証
、
個
人
番

号（
通
知
）カ
ー
ド
、
卒
業（
退
学
）

年
月
日
の
分
か
る
書
類
（
卒
業
証

書
や
卒
業（
退
学
）証
明
書
な
ど
）、

印
鑑

■ 

新
規
に
「
マ
ル
学
保
険
証
」
の
対

象
と
な
る
人
へ

・
転
出
の
手
続
き
を
さ
れ
た
後
に
、

特
例
制
度
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
【
必
要
な
も
の
】

　

国
保
の
保
険
証
、
個
人
番
号
（
通

知
）
カ
ー
ド
、
学
生
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
も
の（
学
生
証（
写
し

可
）、
在
学
証
明
書
、
入
学
前
の

場
合
は
合
格
通
知
書
、
入
学
金
の

領
収
書
な
ど
）、
印
鑑

健康保険課からのお知らせ 問健康保険課　☎ 52-5809

※平生クリニックセンターの実施時期は、９月以降になります。
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平成 28 年 4 月から入院された時の食事代負担が変わります

　平成28年4月から、住民税課税世帯に属する被保険者の人は入院された時の食事代（食
事療養標準負担額）が引き上げられます。なお、住民税非課税世帯に属する被保険者の人
の食事代に変更はありません。

区　分

食事療養標準負担額

平成28年３月まで 平成28年４月以降

住民税課税世帯 １食260円 １食360円 ※1

住民税非課税世帯
※2

過去１年間の入院期間が

90日以下
１食210円

変更はありません
過去１年間の入院期間が

91日以上 ※3
１食160円

所得額が０円となる世帯

に属する70歳以上の人
１食100円

※ 1　指定難病患者、小児慢性特定疾病患者に該当される人の食事療養標準負担額は 260 円のまま据え
　　置きとなります。

※ 2 　住民税非課税世帯に該当される人が食事療養標準負担額の減額適用を受ける場合は、「標準負担額
　　減額認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請を行っていただく必要があります。

※ 3 　「過去 1 年間の入院期間が 91 日以上」に該当される人が食事療養標準負担額の減額適用を受ける
　　場合は、長期該当の申請を行っていただく必要があります。

ジェネリック医薬品を使いましょう！

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に作られる医薬品です。開
発費などのコストがかかっていないため、新薬とほぼ同等の効果でありながら価格が安いというメリッ
トがあります。医療費負担の節減につながりますので、積極的にご活用ください。
　なお、ジェネリック医薬品に切り替えられる際は、必ず医師や薬剤師にご相談ください。
　ジェネリック医薬品の希望を医療機関や薬局で提示できるジェネリック医薬品希望カードまたはシー
ルを配布いたしますので、ご希望の人は健康保険課（⑥窓口）にお越しください。

国民健康保険に加入されている人へ 問健康保険課　☎ 52-5809
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ふるさと納税ポータルサイト『ふるさとチョイス』の
サービスを開始します

　田布施町への寄附をお寄せいただきやすくするために、インターネットサイト『ふるさとチョイス』
からふるさと寄附金をお申し込みいただけるようになりました。
　当サイトから ①寄附の申し込み、②使途選択、③記念品選択 が可能となります。

　さらに、Yahoo!JAPAN と連動することにより…
ご要望の多かった「クレジットカードによる寄附」も可能となります。
　この機会に、ぜひ当町へのご寄附をご検討ください。

（※従来のご寄附の方法でも申し込み可能です。）

４月１日
から

開始

田布施倶楽部  「愛称」「キャラクター」「キャッチコピー」
入選作品が決定しました！

　昨年末より募集いたしました田布施町のファンクラブ『田布施倶楽部』の「愛称」「キャラクター」「キャッ
チコピー」について、選考委員会による厳正なる審査の結果、各部門の最優秀作品１点、優秀作品２点が
決定しました。
　応募総数約 300 件と、全国から予想を超える多数のご応募をいただき、ありがとうございました。
　なお、入選作品は、今後田布施倶楽部に関わる印刷物やイベントなどで広く活用させていただきます。

■最優秀作品 ■優秀作品

◇愛称部門（応募数 143 件）
・「たぶせ部」
　　埼玉県・山口 潤 さん
・「ぶち（町章）たぶせ」
　　埼玉県・倉科 守 さん

◇キャラクター部門（応募数 34 件）

　千葉県・深谷 智将 さん　　田布施町・松宮 和子 さん

◇キャッチコピー部門（応募数 128 件）
・「ずっと田布施と一緒にね。」
　　北海道・朝倉 修 さん
・「田布施でまちぶせ」
　　鹿児島県・大賀 早希 さん

たぶせ

　だもの

たぶ♥らぶ
◇愛称
　「たぶ♡らぶ」　東京都・石野 健一 さん
◇キャラクター
　福岡県・松尾 あやこ さん
◇キャッチコピー
　「～たぶせだもの」　田布施町・松宮 和子 さん
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　「発達障害」という言葉を耳にして、うちの子も気になることがあるけど、「この子の性格？」「個人差？」
「もしかして、何かの発達障害？」と悩んでいませんか。

■■  「発達障害」とは

　発達障害は、生まれつき脳の一部の機能に障害があり、通常の育児ではうまくいかないことがあります。
また、周囲から誤解されて「育て方が悪い」などと批判されることがあります。
　早期に専門機関で診断を受けることで、本人や家族・周囲の人がその特性を理解できます。そして、日常
的な暮らしや保育園・学校などでの過ごし方をその子に合った方法に工夫することができれば、持っている
本来の力をしっかり活かせるようになります。

　次のような行動・反応がある場合は、悩まずに、
一度ご相談ください。

・他の子どもと比べて言葉が遅く、会話にならない
・他の子どもに関心がない
・大人と目を合わせないことが多い
・ほんの少しの時間もじっとしていられない
・かんしゃくがひどい
・極端な偏食
・自分の話したいことしか口にせず、会話になら
　ない
・急な変更は苦手、なじむのに時間がかかる
・順番を待つことが難しい

★
筍
と
手
羽
先
の
煮
物
★

甘
辛
い
味
つ
け
で
、
ご
は
ん
が
す
す
む
一
品
で
す
。

今
か
ら
が
旬
の
筍
に
は
、
血
圧
調
整
の
カ
リ
ウ
ム
や
便
秘
予
防
の

食
物
繊
維
が
豊
富
で
す
。
鶏
手
羽
先
に
は
、
皮
膚
や
血
管
を
丈
夫

に
保
っ
て
く
れ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

作
り
方

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

①	

鶏
手
羽
先
は
、
関
節
の
部
分
で
切
り
分
け
、
太
い
方
は
斜

め
に
切
れ
目
を
入
れ
る
。

②	

筍
は
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

③	

鍋
に
油
を
熱
し
て
、
①
を
入
れ
、
両
面
を
こ
ん
が
り
と
焼

い
て
取
り
出
す
。
同
じ
鍋
に
筍
を
入
れ
て
、
同
様
に
焼
き

色
を
つ
け
る
。

④	

手
羽
先
を
戻
し
入
れ
、
酒
を
加
え
る
。
沸
騰
し
た
ら
、
水

と
砂
糖
を
加
え
て
強
火
に
す
る
。
煮
立
っ
た
ら
、
ア
ク
を

取
り
、
落
し
蓋
を
し
て
、
弱
火
で
７
～
８
分
煮
る
。

⑤	

さ
ら
に
、
醤
油
を
加
え
、
焦
が
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、
照
り
が
出
る
ま
で
５
～
６
分
煮
る
。

⑥	

器
に
盛
り
、
色
よ
く
茹
で
た
き
ぬ
さ
や
を
添
え
る
。

１個分の栄養価
エネルギー…148kcal
たんぱく質…12.2g　脂質…8.5g
カルシウム…23mg　塩分…1.0g

材
料
（
４
人
分
）

筍（ゆで）　　　　　　　	 300g
鶏手羽先　　　　　	（４本）200g
サラダ油　　　	 大さじ1
酒　　　　	 大さじ1
水　　　　	 １カップ
砂糖　　　	 大さじ２
醤油　　　　　　	 大さじ１
きぬさや　	 適量

■■  気になったら相談を！

・地域生活支援センターたんぽぽ
　（社会福祉法人　城南学園内）
　☎52-2678
・田布施町保健センター
　☎52-4999

■■  相談窓口

障害児支援サークル  “笑
にこ

・笑
にこ

ステーション ”

こころや体に障害を持つ子どもの親同士、悩みや
不安を話し合うサークルです。申し込みは必要あ
りません。気軽に参加してみませんか？
◇日時　　毎月第２水曜日　午前 10 時～正午
◇場所　　西田布施公民館（田布施町保健センター）
◇参加費　お茶代　100 円

　保健センターだより　
健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

問保健センター　☎ 52-4999

発達障害ってなんだろう  ～気になる行動・反応はありませんか？～
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Tabuse
Town News

２/10 中学生が西の寺子屋をお手伝い
　平成27年度の、田布施西小学校  放課後子ども
教室「西の寺子屋」が、地域の人々の指導や見守り
のなか、年間を通じて楽しく開催されました。
　２月10日（水）は、生徒有志のボランティア応
援を受け、小学校の講堂でマット運動を行いまし
た。参加した子どもたちは、マットの上でしっか
りと身体を動かしていました。
　新年度も、子どもたちが思いきり楽しめる講座
が開かれます。

２/24 国勢調査調査員に感謝状

２/ ８「志」を立てる
　田布施中学校で、志教育の一環として２年生の
生徒を対象に『志講演会～先輩からのメッセージ
～』が開かれました。
　志教育は、生徒一人ひとりが主体的に進路を選
択する能力の育成を目指し、実施されています。
　講演では、進路選択や人生の生き方について、
地元で活躍しているみなさんが、自分が歩んでき
た人生を熱く語りました。生徒たちは、今後の進
路選択のために、熱心に聞き入っていました。

２/27 あま～いいちごをめしあがれ！
　地域交流館で、いちごまつりが行われました。
　交流館の外では『いちごCafe』が置かれ、いち
ご大福やいちごロールなどさまざまなメニューが
用意され、多くの子どもたちが甘くておいしいい
ちごを堪能していました。
　また、いちごの購入に訪れた人たちは、品種や
色、粒の大きさを見比べながら、どのいちごを買
うかじっくりと吟味していました。

　国勢調査に永年従事されてきた中村九一さん（新
川）、矢田芳人さん（祇園）、才田信代さん（見田団地）
に総務省統計局長から感謝状が贈られました。
　中村さんと矢田さんは、平成７年から20年に
わたり調査員を引き受けていただいており、今回
の調査で５回目になります。才田さんは、昭和
55年から35年にわたり調査員を引き受けていた
だいており、今回の調査で６回目になります。
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第１部：海の情景「海のうたメドレー」

第２部：児童のための合唱組曲「キュイジーヌ」

第３部：オペラ「がらくたおばけ」初演

広報たぶせNo.954

２/20 本を読むって大切なことです
　田布施図書館で図書館まつりが行われました。
　今年はあいにくの天気でしたが、開館前から多
くの人が列を作っており、入館すると同時に、ブッ
クリサイクルフェアのコーナーで読みたい本を探
していました。
　また、館内の壁や窓には、児童の絵画や俳句、
BOOK POPなどがたくさん展示されており、その
前に立ち止まってじっと鑑賞する人々の姿も見ら
れました。

２/18 ハゼの実搾りに興味津々！
　ハゼの実搾りについて学ぶため、広島 NHK 文
化センターの『自然を観察する会』のみなさんがハ
ゼ工房の見学に訪れました。
　当日は気温が低かったため、ハゼの実搾りを体
験してもらうことはできませんでしたが、ハゼの
実ロウ復活委員会の岡部さんによるハゼの実搾り
の説明が行われました。参加したみなさんは、岡
部さんにさまざまな質問を投げかけながら、ハゼ
の実搾りの魅力を追求していました。

２/ ９ 初期消火活動で火災拡大を防止
　迅速な初期消火を行ったとして、田布施町在住
の西本和明さんに、光地区消防組合消防本部消防
長から感謝状が贈呈されました。
　西本さんは、１月16日（土）に田布施町内で発
生した建物火災に際して、率先して初期消火を行
い、火災の拡大防止に寄与されました。
　今回の表彰は、この功績に対し、感謝の意を表
したものです。

たぶせ少年少女合唱団
第 13 回定期演奏会

３月21日（月・祝）
 西田布施公民館

問社会教育課　☎ 52-5813

開演：午後１時 30 分

入場無料

♪
♫
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「日本の心」と共に

　

わ
た
し
が
居
合
道
の
指
導
を
始
め

十
数
年
が
過
ぎ
た
。
現
在
は
県
内
外

の
他
、
我
が
故
郷
、
田
布
施
で
毎
週

水
曜
日
と
金
曜
日
、
田
布
施
町
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
会

員
と
共
に
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。

　

日
本
刀
を
遣
う
居
合
は
平
安
期
に

始
ま
り
剣
道
よ
り
も
古
い
歴
史
を
持

ち
な
が
ら
世
に
余
り
知
ら
れ
て
い
な

い
現
実
が
あ
る
が
、
現
在
欧
米
な
ど

で
は
盛
ん
に
行
わ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
選

手
権
な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

先
日
わ
た
し
は
審
査
員
の
一
人
と

し
て
東
京
審
査
に
臨
ん
だ
が
、
日
本

人
と
と
も
に
欧
米
各
国
か
ら
難
関
で

あ
る
六
、七
段
審
査
に
挑
戦
さ
れ
て

い
る
人
々
を
多
く
見
か
け
た
。
何
故

彼
ら
が
居
合
道
に
魅
せ
ら
れ
た
の

か
？
と
問
う
と
「
日
本
の
魂
、
武
士

道
」
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は

わ
た
し
が
開
講
当
初
よ
り
目
指
し
て

き
た
形
、
技
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
先

人
よ
り
受
け
継
い
だ「
心
」を
次
世
代

へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
と

相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
嬉
し
く
感

じ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
た
し
の
指
導

し
て
い
る
県
内
各
地
か
ら
集
ま
る
会

員
た
ち
が
、こ
の「
心
」を
受
け
継
ぎ
、

指
導
者
と
し
て
次
の
世
代
を
導
い
て

い
る
姿
を
見
る
に
つ
け
、
そ
う
し
た

思
い
が
着
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る

こ
と
も
喜
び
と
な
っ
て
い
る
。

一
、
人
を
い
た
わ
り
ま
す　

二
、
人
を
敬
い
ま
す

三
、
有
難
う
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
を

言
い
ま
す

四
、
ひ
き
ょ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん

五
、
明
日
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す

六
、
が
ま
ん
を
し
ま
す

七
、
や
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
や
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
、
い
け
な
い
事
は
い
け
な
い

こ
と
で
す

　

こ
れ
は
子
供
教
室
に
お
い
て
稽
古

前
に
朗
唱
し
て
い
る
当
会
「
鎮
心
会

宣
言
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
伝
え
な

が
ら
次
世
代
に
思
い
を
馳
せ
、
今
後

も
小
笠
原
流
礼
法
に
基
づ
い
た
夢
想

神
伝
流
居
合
の
技
、
形
、
刀
法
と
共

に
日
本
古
来
の
伝
統
文
化
で
あ
る
居

合
道
に
託
さ
れ
た
「
日
本
の
精
神
、

魂
」
を
会
員
、
家
内
と
と
も
に
伝
え

て
い
き
た
い
。

　

武
道
経
験
の
無
い
人
で
も
稽
古
可

能
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ど
う
ぞ

田
布
施
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
見

学
に
お
越
し
下
さ
い
。

一本松自治会　森重　鎭
し ず お

男

右
上
ロ
ゴ
：
生
涯
学
習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
マ
ナ
ビ
ィ
」

　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
…
石
ノ
森
章
太
郎

No.281

先人より受け継いだ「心」を
次世代へ伝えていきたい

▲ 多くの人が森重さんの稽古を受けています▲

　今回ご紹介する森重さんは、居合道の最高段位八段で教士の称号を
お持ちです。居合道に魅せられ、奥さまとともにその伝承に力を注が
れている森重さんにお話していただきました。
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サ ー
ク

ル ス
ケ ッ

チ

No.175

　

み
な
さ
ん
、
空
手
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う

か
。
空
手
は
争
い
ご
と
に
本
質
が
あ

る
の
で
は
無
く
、
和
の
道
を
究
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

田
布
施
空
手
ク
ラ
ブ
の
練
習
日
は

毎
週
土
曜
日
で
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
第
一
体
育
館
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
は
現

在
18
人
、「
エ
イ
！
ヤ
ァ
ー
！
」
と
、

キ
ビ
キ
ビ
し
た
掛
け
声
と
と
も
に
素

足
で
の
寒
さ
に
も
負
け
ず
元
気
い
っ

ぱ
い
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
、
ど
う
も
運
動
不
足
だ
と

思
っ
て
い
る
人
や
、
思
い
っ
き
り
大

き
な
声
を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
た
い
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
！
思

い
切
っ
て
空
手
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
指
導
者
５
人
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー

ト
・
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

始
め
る
の
に
遅
す
ぎ
る
な
ん
て
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
心
に
素
直
に
な
り
さ
え
す

れ
ば
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
、

何
で
も
始
め
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
作

り
出
し
た
限
界
か
ら
自
由
に
な
る
と

き
新
し
い
出
会
い
が
あ
な
た
の
可
能

性
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
あ
！
「
人
生
と
い
う
植
木
鉢
の

中
に
、
空
手
と
い
う
種
を
蒔
き
、
練

習
と
い
う
水
と
努
力
と
い
う
肥
料
を

や
り
、仲
間
と
い
う
太
陽
を
浴
び
て
、

自
分
の
目
標
と
し
て
い
る
人
生
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。」
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

田布施空手クラブ
（スポーツ少年団）

■日　時　毎週土曜日
　　　　　午後６時30分～午後８時
■場　所　田布施町スポーツセンター
　　　　　第１体育館
■連絡先　塩谷 誠　☎52-4691

　

12
月
25
日（
金
）、
小
・
中
学
校
の
教

職
員
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
学

校
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
、

行
政
・
公
民
館
職
員
計
63
人
に
よ
る

「
熟
議
」研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
地
域
づ
く
り
や
学
校
支
援
・
学

校
運
営
に
つ
い
て
、
地
域
お
よ
び
学
校

関
係
者
な
ど
の
思
い
や
願
い
を
出
し
合

い
、
協
働
に
向
け
た
動
き
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

今
回
の
熟
議
テ
ー
マ
は
「
学
校
支
援

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
で
し
た
。
熟
議

で
は
、
思
い
の
ま
ま
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
布
施
町
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
と
し
て

は
初
め
て
開
催
し
た
熟
議
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
研
修
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
学
校
の
先
生
や
地
域
、
お
互

い
の
ニ
ー
ズ
を
知
り
得
る
よ
い
機
会
に

な
っ
た
」
と
い
う
趣
旨
の
感
想
が
大
多

数
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
共
有
で
き

た
こ
と
が
、
参
加
者
の
一
番
の
収
穫
に

地
 域

 協 育 ネ ッ ト

「熟議」研修会
を行いました！

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
の
取
組
に
つ
な
げ
、
田
布
施
町

地
域
協
育
ネ
ッ
ト
の
ま
す
ま
す
の
発
展

の
た
め
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
協
議
内
容
】

◇
ど
ん
な
学
校
支
援
が
可
能
だ
ろ
う
か

・
学
習
支
援

・
学
習
環
境
の
整
備

・
子
ど
も
見
守
り
隊

・
災
害
時
の
避
難
支
援

・
地
域
の
頑
固
親
父
の
役
目
、相
談
相
手
、

子
ど
も
と
と
も
に
楽
し
さ
を
共
有

◇
実
現
に
向
け
た
対
策
・
課
題
な
ど

・
人
材
バ
ン
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

の
立
ち
上
げ
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置

・
サ
ポ
ー
ト
環
境
の
整
備

・
個
人
情
報
の
守
秘

・
自
分
の
趣
味
や
得
意
分
野
を
活
か
し

た
取
組

・
今
あ
る
組
織
や
取
組
の
活
用

「学校を核とした動きづくり」
のための研修会

問社会教育課
　   ☎ 52-5813
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幾
度　

豊
子

中
谷
み
さ
を

藤
井
千
恵
子

石
田　

帝
児

久
光　

良
一

３月の
休館日

 

絵
本 

 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。

毎週月曜日、祝日
17日（木）、18日（金）、19日（土）
月末整理 31 日（木）

春

色

の

紅

を

さ

し　

踊

る

私

の

こ

こ

ろ

歩

け

て

老

い

の

歩

幅　

大

地

ふ

み

し

め

る

難
民
の
子
も
見
上
げ
て
い
る
か　

こ
の
青
い
空

心

の

洗

濯

が

し

た

く

な

っ

て　

ひ

と

り

旅

冬
に
な
り
き
れ
ぬ
雲
が　

小
雨
を
置
い
て
ゆ
く

　
　
　
　

短
歌

松
過
ぎ
て
夜
具
に
転
が
る
ピ
ー
ナ
ツ
に

　
　

泊
り
し
客
の
顔
浮
か
べ
お
り	

城　
　

恭
子

雪
き
ざ
す
寒
の
夕
べ
の
風
さ
そ
い

　
　

ひ
た
く
れ
な
い
に
散
り
ゆ
く
も
み
じ	

吉
村　

京
子

木
枯
し
を
ま
と
い
て
帰
る
少
年
の

　
　

蹴
る
石
こ
ろ
が
澄
ん
だ
音
た
つ	

藤
田　

京
子

待
合
室
向
か
い
の
女
性
の
ジ
ー
ン
ズ
の

　
　

美
し
き
足
組
そ
っ
と
見
て
い
る	

岡
本
ま
さ
子

か
ぞ
い
ろ
の
振
り
け
む
鈴
の
緒
を
握
る

　
　

背
の
参
道
に
雪
は
降
り
つ
つ	

久
保　
　

敬

周
防
一
夜
会

　
　
　
　

喜
生
句
会

今
年
こ
そ
遍
路
ば
な
し
に
前
の
め
り	

石
永
美
智
子

健
気
さ
を
撫
で
て
手
に
す
る
寒
椿	

國
近　

菊
枝

か
す
み
草
小
さ
き
内
緒
の
束
胸
に	

今
井
貴
代
子

春
め
く
や
振
子
時
計
の
音
軽
し	

田
邊
留
美
子

蕗
の
薹
ふ
わ
り
と
置
か
れ
た
な
ご
こ
ろ	

片
山　

淳
子

『天才』
　　　　　　　石原 慎太郎  著

幼少期のコンプレックス、政界入り
のきっかけ、角福戦争の内幕、ロッ
キード事件の真相、田中派分裂の舞
台裏、家族との軋轢…。戦後日本の
基盤を作り上げながら、毀誉褒貶相
半ばする田中角栄の汗と涙で彩られ
た生涯を描く。

問田布施図書館　☎ 52-2288
　HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
　E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

と
ん
で
も
な
い	

鈴
木
の
り
た
け

た
ま
お
く
ん
は
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん

	

あ
き
や
ま
た
だ
し

ア
カ
ン
や
ん
、
ヤ
カ
ン
ま
ん

	

村
上
し
い
こ

お
し
い
れ
電
車	

最
上
　
一
平

ひ
な
ま
つ
り
の
ち
ら
し
ず
し	

宮
野
　
聡
子

べ
ん
り
屋
、
寺
岡
の
春
。	

中
山
　
聖
子

専業主婦の私は、ある日、自分の顔が
夫とそっくりになっていることに気付
き…。「夫婦」という形式への違和を軽
妙洒脱に描いた表題作ほか、自由奔放
な想像力で日常を異化する全４編を収
録。芥川賞 2015 下半期。	

新
社
会
人
の
教
科
書

	

日
本
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
協
会

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
作
る
絵
本
の
主
人
公

	

須
佐
沙
知
子

ス
イ
ー
ツ
・
バ
イ
ブ
ル	

福
田
　
淳
子

死
ん
で
い
な
い
者	

滝
口
　
悠
生

臥
龍	

今
野
　
　
敏

や
が
て
海
へ
と
届
く	

彩
瀬
　
ま
る

『異類婚姻譚』
　　　　　　　本谷 有希子  著

おしゃべり箱おはなしの会
　３月26日（土）  午前10時30分～
　図書館２Ｆ講座室にて

『うめじいのたんじょうび』
　　　　　かがくい ひろし  著
今日はうめじいのたんじょうび。
ところで、うめじいっていった
い、いくつなんだろう？たくあん
や、あさづけきゅうりなど仲間た
ちが、うめじいのたんじょうびを
祝う、ゆかいな絵本。

句
俳

短
歌

 イ ベ ン ト 
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月～金曜日　8:30 ～15:30
（ 昼　休　み　　12:15 ～13:15 ）

土　曜　日　8:30 ～13:30

おんとも
子育て支援センター

※支援センターは 11 日（月）から始まります。
※４月の調理実習はお休みです。

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

柳
井
警
察
署
だ
よ
り

問
☎
23
‐
０
１
１
０

　

 http://w
w

w
.police.

　
　
　

pref.yam
aguchi.jp/

　
　
　
　
　

1040/index.htm

（
１
／
16
～
２
／
15
受
付
分
）

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

西
日
本
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
㈱

＊ 

香
典
返
し　
　

大
国
木　

野
坂
雅
司
（
母
）
チ
ヱ
子

葛　

岡　

田
中
英
也
（
母
）
千
鶴
子

大
国
木　

髙
村
敏
一

（
伯
母
）
末
岡
チ
サ
ト

石
の
口　

角
谷
光
昭

（
義
母
）
永
田
貞
代

西
田
布
施　

酒
井　

敏
（
母
）
フ
サ
子

鳥　

越　

惣
田
冨
美
（
夫
）
和
生

鳥　

越　

小
川
邦
彰
（
母
）
秀
子

寿　
　
　

松
岡
則
行
（
父
）
幹
雄

蓮　

輪　

岡
八
代
一
（
妻
）
ツ
マ
ヨ

匿
名
１
件

＊ 

紙
オ
ム
ツ

匿
名
２
件

はいはい

12 日 ( 火 )　入所式
19 日 ( 火 )　身体測定
26 日 ( 火 )　鯉のぼり作り

あんよができるまでの赤ちゃん対象

すくすく

H25.4.2 ～ H26.4.1 生まれの 2 歳児対象

よちよち

14 日 ( 木 )　入所式
21 日 ( 木 )　身体測定
　　　　　 おにぎりギュッ！
28 日 ( 木 )　鯉のぼり作り

あんよが上手にできる H26.4.2 以降生まれ対象

赤ちゃんサロン（４月行事） 10:00 ～ 12:00

全員対象

20 日 ( 水 )　リトミック
27 日 ( 水 )　誕生会

問たぶせ保育園　☎53-1012

施設開放 *  *  *

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

11 日 ( 月 )　入所式
22 日 ( 金 )　身体測定
　　　　　 鯉のぼり作り

山口県内では、高齢者が被害にあう交通事故が多発しています。
夜間の時間帯での発生が多く、高齢歩行者が被害にあった死亡事故では、
○被害者…反射材をつけていない歩行者
○加害者…地元住民が慣れた暗い道を車で走行する際、ロービームで運転

という特徴があります。　

　ハイビームとロービームの違いをご存知ですか？

　ハイビームとロービームでは「ライトの照射範囲」が大きく違います。ロービームは約 40
ｍを照らすのに対し、ハイビームは約 100 ｍ先まで照らします。

　また、ロービームは対向車の運転手がまぶしくないようにしているので、右側から来る歩行
者の姿は発見しづらくなります。

　ハイビームはロービームよりも遠くを照らすことができるため、ロービームでは見えない歩行
者や自転車がくっきり見えるなど、夜間に潜む危険をいち早く発見することができます。

　ハイビームとロービームをこまめに切り替え、交通事故を未然に防ぎましょう。

　夜間はハイビームが走行用前照灯！ロービームはすれ違い用前照灯です！

歩行者のみなさん、反射材をつけてください！
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く ら し の 情 報

お 

知 

ら 

せ

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
な
児

童
お
よ
び
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、

就
学
費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
受
付
期
間
内

に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
受
給
さ
れ
て
い
る
人

に
つ
き
ま
し
て
も
、
毎
年
審
査
が
必

要
で
す
の
で
、
受
付
期
間
内
に
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

所
得
が
無
い
人
も
、
必
ず
税
務
課
で

【 

田
布
施
町

小
中
学
校
児
童
生
徒
就
学
援
助
費 

】

　

花
粉
症
と
い
え
ば
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
が
、
空
き
地

な
ど
に
生
え
て
い
る
雑
草
の
ヨ
モ
ギ

や
ブ
タ
ク
サ
な
ど
も
花
粉
症
の
原
因

と
な
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
の
飛
散
に
よ
る
周
囲
の
人
の

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、
草

刈
り
な
ど
の
日
常
的
な
土
地
の
維
持

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課  

環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

【 

花
粉
症
の
原
因
に
つ
い
て 

】

　

墓
地
、
埋
葬
な
ど
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
お
寺
な
ど
と
同
様
に
個
人

墓
地
（
自
分
の
所
有
地
に
一
族
の
た

め
に
設
け
ら
れ
る
墓
地
）
の
移
設
に

も
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
個
人
墓
地
に
つ
い
て
は
、
公

共
工
事
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由

が
な
い
限
り
移
設
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課  

環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

【 

個
人
墓
地
の
移
設
に
つ
い
て 

】

　

就
職
活
動
を
継
続
し
て
い
る
今
春

卒
業
の
新
卒
者
・
既
卒
者
の
皆
さ
ん
、

就
職
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
、
不

安
な
こ
と
、
求
人
情
報
な
ど
は
、
お

気
軽
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井

　

☎
22
‐
２
６
６
１

【 

未
内
定
の
新
卒
者
・

既
卒
者
の
皆
さ
ま
へ 

】
　

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

制
度
の
更
新
時
期
に
な
り
ま
す
。

◇
資
格
者

　

田
布
施
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

在
宅
で
生
活
し
て
お
ら
れ
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級

所
持
者
、
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
所
持

者
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
か
ら
３
級
所
持
者

◇
助
成
内
容

　

町
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
タ
ク

シ
ー
会
社
を
利
用
し
た
際
に
、
年

間
48
回
の
範
囲
内
（
年
度
途
中
で

申
請
の
場
合
は
、月
４
回
の
割
合
）

で
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
運
賃
を
助
成

◇
申
請
受
付
開
始
日

　

３
月
22
日
（
火
）

◇
申
請
場
所　

田
布
施
町
役
場
町
民

福
祉
課
（
④
窓
口
）

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課  

福
祉
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

【 

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
手
続 

】

　

瀬
戸
内
海
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
補
欠
選
挙
が
次
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
す
。

◇
告
示
日　

３
月
15
日
（
火
）

◇
投
票
日　

３
月
24
日
（
木
）

◇
投
票
所　

麻
里
府
公
民
館

◇
問
合
せ
先　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
52
‐
５
８
０
２

【 

山
口
県
瀬
戸
内
海
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
補
欠
選
挙 

】
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者　

平
成
28
年
度
に
世
帯
構

成
員
全
員
が
納
付
す
べ
き
町
民
税

の
所
得
割
課
税
額
（
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
前
）
の
合
計
額
が
、

２
万
２
４
０
円
＋
16
歳
未
満
の
世

帯
構
成
員
の
数
×
２
万
１
３
０
０

円
の
合
計
額
以
下
の
人

※
16
歳
未
満
の
世
帯
構
成
員
の
数

は
、
前
年
度
の
12
月
31
日
現
在
で

判
定
し
ま
す
。

◇
受
付
期
限　

５
月
31
日
（
火
）

※
こ
の
期
間
以
降
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
が
、
支
給
開
始
月
が
異
な
り

ま
す
。（
申
請
月
の
翌
月
か
ら
）

◇
申
請
方
法　

印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
学
校
教
育
課
で
申
請

◇
問
合
せ
先　

学
校
教
育
課

　

☎
52
‐
５
８
１
２
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＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

　

河
川
を
美
し
く
保
つ
た
め
、
町
で

は
、
合
併
浄
化
槽
設
置
者
に
対
し
て

設
置
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
も
の

こ
れ
か
ら
浄
化
槽
の
設
置
に
着
工

し
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に

完
成
す
る
も
の
（
専
用
住
宅
用
に

限
る
）

◇
対
象
地
域

・
補
助
Ａ
…
公
共
下
水
道
認
可
区
域

を
除
く
地
域

・
補
助
Ｂ
…
公
共
下
水
道
認
可
区
域

内
に
お
い
て
当
面
の
間
下
水
道
工

事
が
見
込
め
な
い
地
域

◇
補
助
金
額

・
５
人
槽　
　
　

33
万
２
千
円

・
７
人
槽　
　
　

41
万
４
千
円

◇
受
付
期
間
（
予
定
）

・
補
助
Ａ

　

４
月
１
日（
金
）～
12
月
22
日（
木
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
付
を
行

い
ま
す
。

・
補
助
Ｂ

　

４
月
１
日（
金
）～
５
月
31
日（
火
）

※
予
算
に
対
し
て
申
請
者
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◇
申
込
方
法

町
民
福
祉
課  

環
境
係
（
⑤
窓
口
）

に
備
え
付
け
の
書
類
で
申
し
込
む

◇
問
合
せ
先

・
町
民
福
祉
課  

環
境
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

・
建
設
課  

下
水
道
管
理
係

　

☎
52
‐
５
８
１
７

【 

浄
化
槽
設
置
経
費
を
補
助
し
ま
す 

】

　

山
口
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
山
口
県
最
低
賃
金
／
１
時
間

　

７
３
１
円

　
【
効
力
発
生
日
：

平
成
27
年
10
月
１
日
（
木
）】

◇
産
業
別
最
低
賃
金
／
１
時
間

 

● 

鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製

業
、
非
鉄
金
属
・
同
合
金
圧
延
業
、

非
鉄
金
属
素
形
材
製
造
業

　

８
６
７
円

 

● 

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業　

７
９
３
円

 

● 

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

　

８
３
８
円

 

● 

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　

７
５
７
円

　
【
効
力
発
生
日
：

　

平
成
27
年
12
月
15
日（
火
）】

◇
問
合
せ
先

　

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

【 

山
口
県
の
最
低
賃
金
が
改
定 

】

　

ジ
カ
熱
は
、
ア
フ
リ
カ
、
中
央
・

南
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

で
発
生
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は
中

南
米
で
流
行
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
小
頭

症
の
新
生
児
が
増
え
て
お
り
、
ジ
カ

　

左
記
の
日
程
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

実
施
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

・
４
月
11
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

　

麻
里
府
公
民
館
集
合･

ス
タ
ー
ト

・
５
月
30
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

　

小
行
司
分
館
集
合･

ス
タ
ー
ト

・
６
月
20
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

　

小
行
司
分
館
集
合･

ス
タ
ー
ト

・
７
月
11
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

　

城
南
公
民
館
集
合･

ス
タ
ー
ト

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

遊
歩
ク
ラ
ブ
（
河
内
）

　

☎
５
２
‐
２
４
２
４

【 

魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

】

【 

ジ
カ
熱
な
ど
の

蚊
媒
介
感
染
症
の
予
防 

】
ウ
イ
ル
ス
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ジ
カ
熱
な
ど
の
蚊
を
介
し
た
感
染

症
は
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
の
対

策
が
大
切
で
す
。
予
防
策
と
し
て
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
予
防
対
策
な
ど

①
妊
婦
の
人
は
、
流
行
地
へ
の
渡
航

を
控
え
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず

渡
航
す
る
場
合
は
、
主
治
医
と
相

談
の
上
で
、
厳
密
な
防
蚊
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
流
行
地
域
で
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
の
着
用
、
蚊
の
忌
避
剤
を
使
用

し
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

③
特
に
、
蚊
が
多
く
発
生
す
る
夕
方

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
外
出
を
控

え
、
草
む
ら
な
ど
に
入
ら
な
い
よ

う
に
し
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
‐
３
６
３
１
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◇
日
時

　

４
月
２
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

◇
内
容

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

な
ど
の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登

記
な
ど
の
相
続
問
題
で
お
困
り
の

人
に
、
手
続
き
の
ご
説
明
や
お
近

く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介
な

ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
電
話

相
談

※
午
前
中
は
相
談
が
多
い
た
め
、
回

線
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
担
当
：
木
村
）

　

☎
０
８
３
４
‐
34
‐
５
６
７
０

相　

談

◇
相
談
の
種
類

・
育
成
相
談
…
性
格
行
動
、
し
つ
け
、

適
性
、
不
登
校
な
ど

・
障
害
相
談
…
肢
体
不
自
由
、
視
聴

覚
障
害
、
知
的
障
害
、
言
語
発
達

の
遅
れ
な
ど

・
養
護
相
談
…
親
が
死
亡
し
た
り

家
出
や
病
気
な
ど
で
養
育
困
難
で

あ
っ
た
り
、
児
童
を
放
任
ま
た
は

虐
待
な
ど
を
し
て
養
育
さ
せ
る
こ

と
が
不
適
当
な
場
合

・
非
行
相
談
…
家
金
持
ち
出
し
、
盗

み
、
虚
言
、
乱
暴
、
家
出
、
性
的

逸
脱
な
ど
の
問
題
行
動

・
そ
の
他
の
相
談
…
そ
の
他
、
児
童

養
育
上
困
っ
て
い
る
こ
と

◇
日
時

　

７
月
12
日（
火
）・
11
月
８
日（
火
）・

　

平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

　

各
日
と
も

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◇
実
施
場
所

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
室

◇
そ
の
他

・
予
約
制
の
た
め
、
事
前
に
岩
国
児

童
相
談
所
相
談
課
に
予
約
が
必
要

で
す
。

・
相
談
の
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
が

【 

平
成
28
年
度  

児
童
巡
回
相
談 

】

守
ら
れ
ま
す
。

・
相
談
に
は
児
童
の
保
護
者
ま
た
は

保
護
者
に
代
わ
る
人
が
お
越
し
く

だ
さ
い
。

・
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

岩
国
児
童
相
談
所  

相
談
課

　

☎
０
８
２
７
‐
29
‐
１
５
１
３

　

平
成
28
年
度
の「
広
報
た
ぶ
せ
」と

「
田
布
施
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
広
告

主
を
募
集
し
ま
す
。

◇
掲
載
サ
イ
ズ

・
広
報
た
ぶ
せ　

縦
45
㎜
×
横
85
㎜

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横
１
９
５
ピ
ク

　

セ
ル

◇
募
集
枠
数

・
広
報
た
ぶ
せ　
　

４
枠
程
度

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

最
大
６
枠

◇
掲
載
要
件

町
の
定
め
る
要
綱
・
基
準
に
適
す

る
も
の

※
申
し
込
む
前
に
、
要
綱
・
基
準
の

詳
細
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

・「
広
報
た
ぶ
せ
」に
つ
い
て

　

㈲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ぶ
ち

　

☎
52
‐
２
５
８
８

・「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」に
つ
い
て

　

キ
ッ
シ
ョ
ウ
㈱

　

☎
52
‐
２
３
３
４

※
２
社
は
、
町
が
契
約
し
て
い
る
広

告
取
扱
業
者
で
す
。

【 

広
報
＆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
主 

】

　

田
布
施
町
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者　

町
内
に
居
住
す
る
人

◇
日
時

　

偶
数
月
第
３
水
曜
日

　
（
４
月
20
日
、
６
月
15
日
、
８
月

17
日
、
10
月
19
日
、
12
月
21
日
、

平
成
29
年
２
月
15
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

◇
場
所　

町
役
場
１
階
保
健
室

　
（
窓
口
：
住
民
係
）

◇
定
員　

９
人
（
予
約
制
・
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◇
申
込
期
限

　

開
催
月
の
１
日
か
ら
前
日
ま
で

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課  

住
民
係

　

☎
52
‐
５
８
１
１

【 

無
料
法
律
相
談 

】

　

あ
な
た
の
芸
術
作
品
『
１
点
』
を

山
口
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
向
け
出

展
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
募
集
作
品
の
部
門

　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

　

書
、
写
真

◇
出
品
規
定

・ 

１
人
１
点

　
（
複
数
部
門
へ
の
出
品
は
不
可
）

・
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
出
品
規
格
は
各
部
門
で
異
な
り
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

 

・
60
歳
以
上
（
昭
和
32
年
４
月
１
日

　

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の
ア
マ

チ
ュ
ア
の
人

◇
申
込
方
法

　

所
定
の
出
品
票
（
町
民
福
祉
課
に

　

備
え
付
け
）
を
提
出

※
出
品
申
込
を
し
た
作
品
は
、
６
月

３
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
申
込
期
間

　

３
月
22
日（
火
）～
４
月
22
日（
金
）

◇
申
込
み
先

　

町
民
福
祉
課  

福
祉
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐
２
３
８
５

【 

山
口
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
美
術
展
作
品 

】

募　

集

【 

多
重
債
務
・
相
続
無
料
電
話
相
談
会 

】
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【 

奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す 

】

　

奨
学
金
返
還
補
助
金
は
、
理
系
大
学

院
お
よ
び
薬
学
部
で
高
度
な
知
識
を
習

得
す
る
人
で
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学

生
支
援
機
構
の
無
利
子
奨
学
金
（
第
一

種
奨
学
金
）
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
奨

学
生
が
、
大
学
院
修
士
課
程
修
了
ま
た

は
大
学
卒
業
の
後
、
山
口
県
内
の
製
造

業
に
一
定
期
間
従
事
し
た
場
合
、
奨
学

金
の
返
還
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
日
本
学
生
支
援
機
構
の

無
利
子
奨
学
金
の
優
先
枠
で
あ
る「
地

方
創
生
枠
」
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
対
象

①
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
の
無
利
子
奨
学
金
の
貸
与
を
希

望
す
る
人
ま
た
は
貸
与
が
決
定
し

て
い
る
人

②
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
、
大
学

院
の
工
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、

農
学
研
究
科
も
し
く
は
薬
学
研
究

科
に
在
学
す
る
人
の
う
ち
、
大
学
院

修
士
課
程
１
年
に
在
籍
す
る
人
も

し
く
は
大
学
の
薬
学
部
に
在
籍
す

る
人
の
う
ち
、
薬
学
教
養
試
験
に
合

格
し
た
５
年
生
で
あ
る
人

◇
募
集
人
数

　

20
人
（
う
ち
薬
剤
師
枠
５
人
程
）

■
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会

◇
開
催
日　

５
月
11
日（
水
）

※
テ
ニ
ス
競
技
の
み  

13
日（
金
）

◇
場
所　

山
口
市
維
新
百
年
記
念
公
園

　

や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

◇
種
目　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ペ
タ
ン
ク
、
弓
道
、
剣

道
、囲
碁
、将
棋
、健
康
マ
ー
ジ
ャ

【 

山
口
県
健
康
福
祉
祭
参
加
者 

】

【 

周
防
大
島
高
校 

福
祉
専
攻
科
生
徒 

】

　

周
防
大
島
高
校
で
は
「
地
域
の
介

護
福
祉
を
支
え
る
先
進
的
な
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
た
将
来
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を

目
指
し
た
福
祉
専
攻
科
を
平
成
28
年

４
月
に
開
設
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格　

高
校
等
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
人

※
出
身
校
や
年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◇
選
考
検
査
実
施
日

　

３
月
28
日（
月
）

◇
出
願
期
間

　

３
月
９
日（
水
）～
３
月
25
日（
金
）

◇
検
査
項
目　

小
論
文
・
個
人
面
接

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎
入
試
係

　

☎
72
‐
０
０
２
４

◇
募
集
期
限　

３
月
31
日
（
木
）

◇
補
助
の
概
要　

大
学
院
修
了
な

ど
の
後
、
翌
年
の
４
月
末
日
ま
で

に
山
口
県
内
に
本
店
ま
た
は
支
店

を
有
す
る
製
造
業
に
修
業
し
た
場

合
、
毎
年
度
、
そ
の
前
年
度
の
山

口
県
内
の
製
造
業
で
の
勤
務
実
績

に
応
じ
て
奨
学
金
の
返
還
を
補
助

・
補
助
総
額

　

奨
学
金
の
返
還
額
（
対
象
者
に

な
っ
た
年
の
４
月
か
ら
の
２
年
間

に
貸
与
を
受
け
た
金
額
）
の
全
額

を
最
大
で
補
助

・
毎
年
度
補
助
額

　

奨
学
金
の
返
還
額
×
前
年
度
の
県

内
製
造
業
で
の
勤
務
月
数
÷
96
月

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

山
口
県
産
業
戦
略
部

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
４
７
０

◇
受
験
資
格

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成

29
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

◇
第
１
次
試
験
日　

５
月
29
日（
日
）

◇
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
１
日（
金
）～
13
日（
水
）

　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

試　

験

【 

国
税
専
門
官 

】

ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◇
参
加
資
格　

60
歳
以
上
（
昭
和
32

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

◇
申
込
方
法

　

所
定
の
参
加
申
込
書
（
町
民
福
祉

課
に
備
え
付
け
）
を
提
出

◇
申
込
期
限　

４
月
４
日（
月
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

町
民
福
祉
課  

福
祉
係

　

☎
52
‐
５
８
１
０

juken.htm
l

・
郵
送
な
ど

　

４
月
１
日（
金
）～
４
日（
月
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

広
島
国
税
局

人
事
第
２
課 

試
験
研
修
係

　

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

　

熊
南
総
合
事
務
組
合
で
は
、
臨
時

職
員
な
ど
の
雇
用
登
録
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
職
務
内
容　

馬
島
・
佐
合
島
航
路

の
渡
船
の
船
長
代
理

◇
応
募
資
格

・
１
級
ま
た
は
２
級
小
型
船
舶
操
縦

士
お
よ
び
特
定
操
縦
免
許
を
所
持

す
る
人

・
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
に
勤
務

で
き
る
人

・
尾
津
漁
港
（
麻
里
府
）
に
通
勤
で

き
る
人

◇
勤
務
日　

週
２
日
程
度

◇
勤
務
時
間

　

９
時
間
10
分（
延
長
の
場
合
あ
り
）

◇
賃
金　

１
万
７
０
０
０
円
／
日

◇
申
込
方
法　

登
録
申
請
書
を
熊
南

総
合
事
務
組
合
に
郵
送
ま
た
は
持
参

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
請
書
様
式
や
他
の
職
種
内

容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

熊
南
総
合
事
務
組
合

　

☎
57
‐
０
５
３
０

【 

熊
南
総
合
事
務
組
合

臨
時
職
員
等
雇
用
登
録
者 

】
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広
報
の
お
話
　
vol
９

　

夢
に
向
か
う
み
な
さ
ん
、
自
分

の
未
来
の
た
め
に
、
過
去
と
、
そ
し

て
今
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
が
培
っ
た
努
力
・
経
験
・
友
情

は
、
ど
こ
か
で
必
ず
あ
な
た
の
糧
に

な
り
ま
す
。
友
だ
ち
と
遊
ん
で
楽
し

ん
で
、
し
っ
か
り
学
ん
で
、
後
悔
の

な
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

―
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
『
志
教

育
』
の
取
材
、
そ
し
て
迎
え
る
卒
業

シ
ー
ズ
ン
。
学
生
の
み
な
さ
ん
が
、

笑
顔
で
未
来
へ
進
ん
で
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
自
分
の
意
志
を
貫
こ
う
。広
報
担
当
）

◇日時
　４月１日（金）午後７時まで
◇取扱業務
①転入・転出・転居などの手続き
②印鑑登録申請、証明書の交付
　（即日登録できない場合があります。）
③住民票の写しの交付
④通知カード（まだ受け取っていない人）、　
　個人番号カード（通知はがきが届いた人）の
　受け取り
※他市町への照会確認が必要な場合など処理

できないことがあります。不明な点があれ
ば事前にお問い合わせください。

転入・転出などの
窓口業務を延長します

◇
日
時　

３
月
13
日（
日
）

　

午
後
０
時
30
分
～

◇
場
所

　

西
田
布
施
公
民
館

◇
入
場
料　

無
料

◇
問
合
せ
先　

　

田
布
施
町
邦
楽
・
舞
踊
連
盟（
徳
永
）

　

☎
52
‐
１
８
３
１

【 

第
27
回
邦
楽
・
舞
踊
発
表
会 

】

問町民福祉課  住民係　☎ 52-5811

◇
日
時

　

３
月
19
日（
土
）　

午
前
10
時
～

　
（
午
前
９
時
40
分  

町
役
場
集
合
）

◇
場
所　

い
ち
ご
ら
ん
ど

◇
会
費

【 

ま
る
ご
と  

い
ち
ご
狩
り 

】

・
大
人　
　

８
０
０
円

・
子
ど
も　

４
０
０
円

　
（
入
場
料
含
む
、コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー

キ
付
き
）

※
収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
は
１
０
０
ｇ

１
５
０
円（
税
抜
）で
量
り
売
り
と

な
り
ま
す
。

◇
定
員　

30
人（
先
着
順
）

◇
申
込
期
限　

３
月
18
日（
金
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
布
施
町
ま
る
ご
と

公
園
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

☎
０
９
０
‐
１
０
１
３
‐
４
７
２
６

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
試
験
日

　

６
月
19
日（
日
）

◇
試
験
会
場

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ほ
か

※
光
地
区
会
場
で
丙
種
、
複
数
受
験

は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
受
験
手
数
料　

・
甲
種　

５
０
０
０
円

・
乙
種　

３
４
０
０
円

・
丙
種　

２
７
０
０
円

◇
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

４
月
11
日（
月
）～
４
月
22
日（
金
）

・
電
子
申
請

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.

or.jp

　

４
月
８
日（
金
）～
４
月
19
日（
火
）

■
準
備
講
習
会

◇
対
象

　

乙
種
４
類
の
受
験
者

◇
日
時

　

５
月
27
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
場
所

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
受
講
料　

・
光
地
区
防
災
協
会
加
入
事
業
所
の

受
講
者　
　
　
　
　

４
０
０
０
円

・
右
記
以
外
の
受
講
者

７
０
０
０
円

◇
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

◇
受
付
期
間

　

４
月
11
日（
月
）～
５
月
20
日（
金
）

■
共
通
事
項

◇
願
書
配
布
・
申
込
み
先　

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
・
東

消
防
署

※
準
備
講
習
会
受
講
希
望
者
は
、
代
金

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

　

光
地
区
防
災
協
会
事
務
局

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

催　

し

【 
危
険
物
取
扱
者
試
験
と
準
備
講
習
会 

】

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」の内容とは関係ありません。
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人口と世帯

… 人口 …
15,734  人

（増減 ―16 人）

… 男 …
7,479  人 

… 女 …
8,255  人 

… 世帯 …
6,999 世帯

（２月１日現在）

３月・４月

休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口

◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　３月 27 日（日）　４月 24 日（日）

■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　３月 31 日（木）　４月 28 日（木）

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課　　☎ 52-5804
　国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料
　　　　　　………健康保険課　　☎ 52-5809
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課　　☎ 52-5810
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5807

　下水道受益者負担金
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5817

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。

　やむを得ず納期限までに
納付できない事情のある人
などの、納付に関する相談
もお受けします。

　

田
布
施
町
で
は
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
）
申
請

受
付
の
開
始
を
４
月
下
旬
に
予
定
し
て
お
り
、

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
申
請
書
を
４
月

中
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
・
受
給
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
４
月
の

「
広
報
た
ぶ
せ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
28
年
度

 

年
金
生
活
者
等

 

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

 （
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
）

問
町
民
福
祉
課  

福
祉
係　

☎
52
‐
５
８
１
０

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵
がおよびにくい所得の少ない高齢者の人に対して、「年
金生活者等支援臨時福祉給付金」（高齢者向けの給付金）
が支給されますが、次の点にご注意願います。

「高齢者向けの給付金」に関して
●市区町村や厚生労働省などが ATM（銀行・コンビニ

などの現金自動支払機）の操作をお願いすることは、
絶対にありません。

● ATM を自分で操作して、他人からお金を振り込んで
もらうことは絶対にできません。

●市区町村や厚生労働省などが、「高齢者向けの給付金」
の支給のために、手数料などの振込を求めることは絶
対にありません。

●厚生労働省が住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号
などの個人情報を照会することは、絶対にありません。

　ご自宅や職場などに市区町村や厚生労働省（の職員）
などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、
迷わず町役場や最寄りの警察署（または警察相談電話（♯
9110））にご連絡ください。

｢高齢者向けの給付金｣（３万円）をよそおった
｢振り込め詐欺｣ や ｢個人情報の詐取｣ に
ご注意ください。【 【

●印刷所　キッショウ株式会社 本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。
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平
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28
年

３
月
11
日

● 編集・発行　田布施町役場　総務企画課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
　0820-53-0140FAX

HP　　http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikakuzaisei@town.tabuse.lg.jp

１
（金）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 16
（土）

２
（土）

17
（日）

３
（日）

■桜まつり　9:30 ～ 16:00（ふるさと詩情公園）
　（ロードレース大会同時開催　詳細は P2 へ）
■街頭献血　9:30 ～ 15:30（中央公民館前）

18
（月）

４
（月）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 19
（火）

５
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 20
（水）

■ちびっこ広場　10:00 ～ 12:00（西公）

６
（水）

■４か月児相談　10:00 ～ 10:30（西公） 21
（木）

■離乳食教室　10:00 ～ 11:30（西公）

７
（木）

22
（金）

８
（金）

■各小学校入学式　10:00 ～（各小学校）
■田布施中学校入学式　14:00 ～（中学）

23
（土）

９
（土）

24
（日）

10
（日）

25
（月）

11
（月）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:00（里公） 26
（火）

12
（火）

27
（水）

■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）

13
（水）

28
（木）

■ 1.6 歳児健診　13:00 ～ 13:30（西公）

14
（木）

29
（金）

■スポーツ少年団結団式　9:00 ～（スポーツセンター）

15
（金）

30
（土）

４月のカレンダー
省
略
文
字

●中公：中央公民館　　　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　　　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校

【心】

【心】

【心】

【介】

【介】

【法】 弁護士無料法律相談
日時  ４月 20 日（水）
　　  午前９時～
場所 町役場１階保健室
問 町民福祉課 ☎ 52-5811
※電話による
　完全予約制 ( 先着順 )

【困】

【介】【オ】

柳 井 川 区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はありません。

午前９時～正午
（受付 午前 11 時 30 分まで）
午後１時～午後５時

（受付 午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

午後７時～午後 10 時
（受付 午後９時 30 分まで）

【困】 困りごと相談
日時 ４月 25 日（月）
　　  午前 10 時～午後３時
場所 中公１階和室
問 町民福祉課 ☎ 52-5811
※子どもの人権・行政相談も
　受け付けています

休日夜間応急診療所
（柳井市中央 1-5-3）

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 午前 10 時～正午

（祝日・困りごと相談日除く）

場所 町社会福祉協議会
問 ☎ 53-1103

【介】 介護よろず相談
日時 第２木曜日
　　 午前 10 時～午前 11 時
場所 高齢者いきいき館
問 地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292

●連絡先（診療時間内）

☎ 22-9001

【心】【心】

【法】

【オ】 はつらつオレンジカフェ
日時 第４木曜日
　　 午前 10 時～正午
場所 高齢者いきいき館
 問　地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292


